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ア トピー 性皮膚炎患 者に 対する白虎加人参湯 の

止痒効果機序の 検討
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【目的 ・対象】成人型 ア ト ピ ー性皮膚炎患者に 自虎加人参湯 （ッ ム ラTJ −34）を8週間単独

投与 し，早期か ら の 痒み の 著明 な軽減 とそ れ に伴 う皮疹の 軽快が 認 め られ た 3症例 に つ き，

そ の 1ヒ痒効果 機序 を臨床的お よび基礎的に 検討 した 。 投与前後 の 血液検査，生検皮膚を用

い た 形態学的検討 に 加え ， 培養 ヒ ト表皮細胞に 与え るTJ −34の 成分別効果を調 べ た 。 研究

の 過程で ，TJ −34の 末梢神経 に及ぼす作用が示唆 され た ため，培養神経前駆細胞 （neural

progenitor　cell）を用い た 中枢神経 に 及 ぼ す作用 の 基礎的検討 も施行 し た 。

【結 果】 ア ト ピー性皮膚炎患者 に 対す る TJ −34の 止痒効果機序は 以 下 の 如 くま とめ られ た 。

好酸球 ：L全好酸球数お よ び活性型好酸球の 減少 。 2．脱 顆粒 の 抑制 。 3．好酸球 同士お よ び

好酸球 と他 の 種類 の 細胞 と の 接触像 の 消失 。

神経分布お 圭一び神経ペ プ チ ド ：1．表皮内神経線維数 の 減少。 2．真皮血管周 囲substance 　P

陽性神経線維数 の 減少 。 3．汗腺周囲vasoactive 　intestinal　p 【）lypeptide陽性神経線維数 の

正常化 。 4．Substance　P に よ る皮 内反 応 （wheal 　and 　flare　reaction ） の 正 常化。

神経成長因子 （NGF ） ：1．皮疹部表皮 NGF 陽性表皮細胞数の 減少 （免疫組織化学）。 2．皮

疹部皮膚NGF 含有量の 正常化 （ELISA ）。 3．培養表皮細胞上清の NGF 量 ：TJ −34に よ り濃

度依存的に抑制 。 4培 養表皮細胞の 増殖能 ：TJ −34に よ り濃度依存的に抑制 。

中枢神経糸嗹 ：1．コ ロ ニ ー形成能 の 軽度促進。2Plating　efficiency の 亢進 。 3細 胞増殖能

の 亢進 。 4．毛様神経成長因子 の 分泌亢進 。

【結論】 1．ア ト ピー性皮膚炎患者に 対す る 白虎加人参湯 の 止痒効果 は ， 皮疹部 に お け る 好

酸球の 動態 （cell−cell　interaction，　cell　activation
，
　chemica ！ mediator 　release ） お よび

皮膚神経系因子 （innervation
，
　 neuropeptides ，　nerve 　growth 　factor） に 影響 を及 ぼ す

こ と に よ り発揮 され る こ とが示唆 さ れ た 。 2．白虎加人参湯 は中枢神経細胞 に対 して は，in

vitro に お い て 比較 的軽度 なが ら，分化 ・増殖機能 に 促進 的に作用 した 。
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